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第
六
節
　
　
戊
辰
切
の
位
置  

―
書
・
書
写
内
容
に
関
す
る
考
察
―

一

古
来
、
戊
辰
切
は
藤
原
伊
行
（
生
年
未
詳
―
一
一
七
二
以
後
）
の
書
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
巻
上
と
巻
下
と
は
別
人
の
手
に
よ
る
。

堀
部
正
二
氏
は
戊
辰
切
巻
下
の
書
に
つ
い
て
、「
定
信
を
筆
者
に
擬
す
る
説
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
猶
研
究
を
要
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
）
1
（

。
ま

た
山
城
切
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、「
上
は
天
治
頃
よ
り
、
下
は
永
暦
頃
に
至
る
間
の
書
写
と
考
へ
て
大
過
あ
る
ま
い
」
と
し
た
上
で
、「
戊
辰
切

の
如
き
も
、
ほ
ゞ
同
時
代
か
、
或
は
山
城
切
に
比
し
て
多
少
時
代
の
下
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
2
（

。

「
永
暦
」
の
書
写
と
言
え
ば
葦
手
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
葦
手
本
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）、
藤
原
伊
行
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

堀
部
氏
は
書
に
お
け
る
戊
辰
切
と
葦
手
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
小
松
茂
美
氏
は
、
戊
辰
切
を
一
一
五
〇
年
代

の
書
写
、
つ
ま
り
、葦
手
本
よ
り
も
前
で
あ
る
と
さ
れ
、戊
辰
切
の
書
写
者
に
つ
い
て
、巻
上
を
伊
行
（
葦
手
本
と
同
筆
）、巻
下
を
定
信
（
一
〇
八
八

―
一
一
五
四
以
後
）
と
推
測
さ
れ
た
）
3
（

。

さ
ら
に
小
松
氏
は
戊
辰
切
巻
下
に
つ
い
て
、
定
信
の
真
筆
で
あ
る
金
沢
本
万
葉
集
（
以
下
、
金
沢
本
と
略
称
）
と
同
筆
で
あ
る
と
し
）
4
（

、
金
沢
本

を
定
信
の
青
壮
年
期
）
5
（

、戊
辰
切
巻
下
を
定
信
の
晩
年
）
6
（

の
書
と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
こ
と
を
証
す
る
決
定
的
事
例
は
示
さ
れ
ず
、

ま
た
戊
辰
切
の
書
写
内
容
へ
の
言
及
も
見
当
た
ら
な
い
）
7
（

。

そ
れ
に
対
し
て
、
春
名
好
重
氏
は
、
戊
辰
切
に
つ
い
て
、「
上
巻
の
書
風
は
伊
行
の
『
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
抄
』
の
書
風
に
似
て
い
る
が
、
同
筆

で
は
な
い
。
下
巻
の
書
風
は
定
信
の
『
金
沢
本
万
葉
集
』
の
書
風
に
似
て
い
る
が
、
同
筆
で
は
な
い
」
と
さ
れ
た
）
8
（

。

一
方
、
名
児
耶
明
氏
に
よ
り
「
戊
辰
切
巻
下
の
書
写
者
に
つ
い
て
、
定
信
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
戊
辰
切
が
葦
手
本
よ
り
も
後

に
書
写
さ
れ
た
こ
と
も
否
定
し
得
な
い
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
9
（

。
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既
に
本
書
（
第
三
章 

第
三
・
五
節
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
葦
手
本
と
戊
辰
切
の
本
文
は
近
い
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
形
態
面
に
お
い
て
も
、

ま
た
本
文
・
注
記
に
お
い
て
も
葦
手
本
に
は
な
い
後
代
的
要
素
を
戊
辰
切
は
有
す
る
）
10
（

。

果
た
し
て
戊
辰
切
巻
下
に
つ
い
て
、
定
信
の
真
筆
で
あ
り
、
か
つ
一
一
五
〇
年
代
の
書
と
い
う
小
松
氏
の
所
説
は
真
で
あ
ろ
う
か
。
戊
辰
切
巻

下
が
定
信
の
真
筆
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
そ
の
書
写
年
代
が
ど
の
辺
り
に
位
置
す
る
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
取
り
組
み
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
伝

本
研
究
の
上
で
も
、
ま
た
書
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
の
書
写
内
容
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
遷
し
、
そ
こ
に
は
時
代
的
特
徴
が
表
れ
る
。
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
書

風
の
み
で
書
写
年
代
等
の
推
定
を
行
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
キ
ス
ト
（『
和
漢
朗
詠
集
』
の
ご
と
き
作
品
）
を
研
究
の
対
象
と
す

る
場
合
、
そ
の
点
に
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
観
点
に
立
ち
、
定
信
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
金
沢
本
の
書
を
取
り
上
げ
、
戊
辰
切
巻
下
の
書
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
次
い
で
書
写

内
容
に
つ
い
て
、
戊
辰
切
と
後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
以
下
、
そ
の
実
態
の
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
そ

こ
で
得
た
考
察
結
果
を
基
に
私
見
を
述
べ
る
。

二

戊
辰
切
巻
下
の
書
と
金
沢
本
の
書
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
は
随
所
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
顕
著
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
各
事
項
の
冒

頭
に
当
該
文
字
・
図
版
を
挙
げ
、
そ
れ
に
基
づ
き
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
以
下
指
摘
す
る
こ
と
は
、
特
に
断
り
の
な
い

限
り
、
掲
出
す
る
図
版
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
調
査
し
得
た
範
囲
内
に
お
け
る
多
く
の
当
該
文
字
に
当
て
嵌
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

本
項
「
二
」
に
お
い
て
は
、
戊
辰
切
巻
下
を
戊
辰
切
と
略
称
す
る
。

本
調
査
は
、
戊
辰
切
に
つ
い
て
は
分
断
以
前
の
原
姿
に
近
い
状
態
の
複
製
本
﹇
昭
和
3
年  

尚
古
会
﹈・『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈・『
日
本
名
跡
叢
刊
』
第
八
四
回
配
本
﹇
昭
和
59
年  

二
玄
社
﹈
に
拠
り
、
金
沢
本
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
二
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈・
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『
日
本
名
筆
選
』
四
五
﹇
平
成
16
年  

二
玄
社
﹈
に
拠
る
。

以
下
引
用
す
る
図
版
に
お
い
て
、
当
該
文
字
と
、
そ
の
上
、
ま
た
は
下
に
位
置
す
る
文
字
と
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
の
際
、

原
則
、
当
該
文
字
が
そ
の
上
に
位
置
す
る
文
字
と
の
み
繋
が
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て
掲
出
す
る
が
、
当
該
文

字
を
含
め
、
三
文
字
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
下
に
位
置
す
る
文
字
の
方
を
優
先
し
て
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て
掲
出
す
る
。

な
お
、
以
下
、
引
用
す
る
図
版
に
は
適
宜
、
矢
印
・
点
線
を
付
加
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
指
摘
す
る
が
、
そ
の
際
、
当
該
箇
所
を
「
矢
印
」・「
点

線
」
等
と
呼
称
す
る
。

■
風

【
戊
辰
切
】

    　
　

  　

  　

   　

  　

 

【
金
沢
本
】

 
 

 

 

3
年 

尚
古
会
］
・
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻[

平
成
2
年 

講
談
社]

・
『
日
本
名
跡
叢

刊
』
第
八
四
回
配
本[

昭
和
59
年 

二
玄
社]

に
拠
り
、
金
沢
本
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
一

二
巻[

平
成
2
年 

講
談
社]

・
『
日
本
名
筆
選
』
四
五[

平
成
16
年 

二
玄
社]

に
拠
る
。 

以
下
引
用
す
る
図
版
に
お
い
て
、
当
該
文
字
と
、
そ
の
上
、
ま
た
は
下
に
位
置
す
る

文
字
と
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
の
際
、
原
則
、
当
該
文
字
が
そ
の
上
に

位
置
す
る
文
字
と
の
み
繋
が
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て

掲
出
す
る
が
、
当
該
文
字
を
含
め
、
三
文
字
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
下

に
位
置
す
る
文
字
の
方
を
優
先
し
て
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て
掲
出
す
る
。 

な
お
、
以
下
、
引
用
す
る
図
版
に
は
適
宜
、
矢
印
・
点
線
を
付
加
す
る
。
そ
れ
に
基

づ
き
指
摘
す
る
が
、
そ
の
際
、
当
該
箇
所
を
「
矢
印
」
・
「
点
線
」
等
と
呼
称
す
る
。 

 

■
風 

【
戊
辰
切
】  

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 

 
 
 
 

 

 A 
 

 
 
 
 
 
 

 

両
本
間
で
は
、
二
画
目
の
転
折
以
降
の
線
質
、
筆
致
等
に
お
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ

る
。
戊
辰
切
の
矢
印
①
に
は
稍
々
ぎ
こ
ち
な
さ
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
矢
印
②
に
は
弱
々

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
要
素
は
金
沢
本
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。
金
沢
本
で
は
戊

辰
切
よ
り
も
高
い
位
置
に
向
け
て
大
き
く
曲
線
を
描
く
が
ご
と
き
運
筆
で
あ
る
。
そ
の

際
、
矢
印
③
の
辺
り
に
筆
圧
が
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
下
方
か
ら
上
方
へ
と
向

か
う
動
き
が
強
調
さ
れ
、
威
風
堂
々
と
し
た
感
が
漂
う
。
金
沢
本
の
図
版
A
に
お
い
て

は
、
は
ね
上
げ
た
後
、
風
が
ま
え
の
中
へ
と
筆
が
進
む
際
、
穂
先
が
矢
印
④
の
辺
り
に

接
し
、
そ
こ
か
ら
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

金
沢
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
繊
細
、
か
つ
威
風
堂
々
と
し
た
感
は
戊
辰
切
の
「
風
」
か

ら
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

■
月 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

A 
 

B 

 

【
金
沢
本
】 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

戊
辰
切
で
は
、
一
画
目
の
起
筆
の
位
置
よ
り
も
低
い
所
に
二
画
目
の
起
筆
部
分
が
位

置
し
、
そ
こ
か
ら
右
上
の
方
向
へ
向
か
う
二
画
目
（
矢
印
①
）
の
傾
き
加
減
が
急
角
度

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
右
掲
A
・
B
の
ご
と
き
事
例
も
あ
る
も
の
の
、
戊
辰
切
の

三
・
四
画
目
は
、
右
上
の
方
（
転
折
の
近
く
）
に
点
を
打
つ
姿
容
で
あ
る
こ
と
の
方
が

多
い
（
点
の
数
は
一
つ
の
こ
と
も
あ
り
、
二
つ
の
こ
と
も
あ
る
）
。 

し
か
し
、
金
沢
本
の
中
に
そ
れ
ら
の
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
の
二
画
目
（
前

述
し
た
矢
印
①
）
に
よ
っ
て
そ
の
下
の
空
間
が
や
や
窮
屈
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
沢

本
で
は
、
矢
印
②
の
反
り
方
、
傾
き
具
合
が
戊
辰
切
と
は
異
な
り
、
そ
の
下
の
空
間
に

広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
矢
印
③
の
ご
と
く
二
画
目
の
撥
ね
の
部
分
と
、
そ
の
後
の
横
画
（
二

画
分
）
と
が
続
け
て
書
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
矢
印
④
の

ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に
位
置
す
る
文
字
へ
と
続
け
て
書
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
一
方
、
戊
辰
切
で
は
、
二
画
目
の
撥
ね
の
部
分
か
ら
最
終
画
へ
と
続
け
て
書
さ
れ

 

 

3
年 

尚
古
会
］
・
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻[

平
成
2
年 

講
談
社]

・
『
日
本
名
跡
叢

刊
』
第
八
四
回
配
本[

昭
和
59
年 

二
玄
社]

に
拠
り
、
金
沢
本
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
一

二
巻[

平
成
2
年 

講
談
社]

・
『
日
本
名
筆
選
』
四
五[

平
成
16
年 

二
玄
社]

に
拠
る
。 

以
下
引
用
す
る
図
版
に
お
い
て
、
当
該
文
字
と
、
そ
の
上
、
ま
た
は
下
に
位
置
す
る

文
字
と
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
の
際
、
原
則
、
当
該
文
字
が
そ
の
上
に

位
置
す
る
文
字
と
の
み
繋
が
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て

掲
出
す
る
が
、
当
該
文
字
を
含
め
、
三
文
字
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
下

に
位
置
す
る
文
字
の
方
を
優
先
し
て
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い
て
掲
出
す
る
。 

な
お
、
以
下
、
引
用
す
る
図
版
に
は
適
宜
、
矢
印
・
点
線
を
付
加
す
る
。
そ
れ
に
基

づ
き
指
摘
す
る
が
、
そ
の
際
、
当
該
箇
所
を
「
矢
印
」
・
「
点
線
」
等
と
呼
称
す
る
。 

 

■
風 

【
戊
辰
切
】  

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 

 
 
 
 

 

 A 
 

 
 
 
 
 
 

 

両
本
間
で
は
、
二
画
目
の
転
折
以
降
の
線
質
、
筆
致
等
に
お
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ

る
。
戊
辰
切
の
矢
印
①
に
は
稍
々
ぎ
こ
ち
な
さ
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
矢
印
②
に
は
弱
々

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
要
素
は
金
沢
本
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。
金
沢
本
で
は
戊

辰
切
よ
り
も
高
い
位
置
に
向
け
て
大
き
く
曲
線
を
描
く
が
ご
と
き
運
筆
で
あ
る
。
そ
の

際
、
矢
印
③
の
辺
り
に
筆
圧
が
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
下
方
か
ら
上
方
へ
と
向

か
う
動
き
が
強
調
さ
れ
、
威
風
堂
々
と
し
た
感
が
漂
う
。
金
沢
本
の
図
版
A
に
お
い
て

は
、
は
ね
上
げ
た
後
、
風
が
ま
え
の
中
へ
と
筆
が
進
む
際
、
穂
先
が
矢
印
④
の
辺
り
に

接
し
、
そ
こ
か
ら
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

金
沢
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
繊
細
、
か
つ
威
風
堂
々
と
し
た
感
は
戊
辰
切
の
「
風
」
か

ら
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
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右
掲
A
・
B
の
ご
と
き
事
例
も
あ
る
も
の
の
、
戊
辰
切
の

三
・
四
画
目
は
、
右
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近
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が
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い
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は
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あ
り
、
二
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の
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あ
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し
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し
、
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の
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①
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、
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②
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反
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方
、
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き
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辰
切
と
は
異
な
り
、
そ
の
下
の
空
間
に

広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
矢
印
③
の
ご
と
く
二
画
目
の
撥
ね
の
部
分
と
、
そ
の
後
の
横
画
（
二

画
分
）
と
が
続
け
て
書
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
矢
印
④
の

ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に
位
置
す
る
文
字
へ
と
続
け
て
書
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れ
る
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と
も
あ

る
。
一
方
、
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で
は
、
二
画
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の
撥
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の
部
分
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ら
最
終
画
へ
と
続
け
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書
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両
本
間
で
は
、
二
画
目
の
転
折
以
降
の
線
質
、
筆
致
等
に
お
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
戊
辰
切
の
矢
印
①
に
は
稍
々
ぎ
こ
ち
な
さ
が
感
じ
ら

れ
、
ま
た
矢
印
②
に
は
弱
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
要
素
は
金
沢
本
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。
金
沢
本
で
は
戊
辰
切
よ
り
も
高
い
位
置
に
向

け
て
大
き
く
曲
線
を
描
く
が
ご
と
き
運
筆
で
あ
る
。
そ
の
際
、
矢
印
③
の
辺
り
に
筆
圧
が
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
下
方
か
ら
上
方
へ
と
向

か
う
動
き
が
強
調
さ
れ
、
威
風
堂
々
と
し
た
感
が
漂
う
。
金
沢
本
の
図
版
A
に
お
い
て
は
、
は
ね
上
げ
た
後
、
風
が
ま
え
の
中
へ
と
筆
が
進
む
際
、

穂
先
が
矢
印
④
の
辺
り
に
接
し
、
そ
こ
か
ら
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

金
沢
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
繊
細
、
か
つ
威
風
堂
々
と
し
た
感
は
戊
辰
切
の
「
風
」
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

■
月

【
戊
辰
切
】　　
　
　
　
　
　

【
金
沢
本
】　

戊
辰
切
で
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、
一
画
目
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起
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置
よ
り
も
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所
に
二
画
目
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起
筆
部
分
が
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
右
上
の
方
向
へ
向
か
う
二
画
目
（
矢
印

①
）
の
傾
き
加
減
が
急
角
度
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
右
掲
A
・
B
の
ご
と
き
事
例
も
あ
る
も
の
の
、戊
辰
切
の
三
・
四
画
目
は
、右
上
の
方
（
転

折
の
近
く
）
に
点
を
打
つ
姿
容
で
あ
る
こ
と
の
方
が
多
い
（
点
の
数
は
一
つ
の
こ
と
も
あ
り
、
二
つ
の
こ
と
も
あ
る
）。

し
か
し
、
金
沢
本
の
中
に
そ
れ
ら
の
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
の
二
画
目
（
前
述
し
た
矢
印
①
）
に
よ
っ
て
そ
の
下
の
空
間
が
や
や
窮
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］
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す
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お
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以
下
、
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る
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に
は
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・
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を
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加
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。
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に
基
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す
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が
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屈
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
沢
本
で
は
、
矢
印
②
の
反
り
方
、
傾
き
具
合
が
戊
辰
切
と
は
異
な
り
、
そ
の
下
の
空
間
に
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
金
沢
本
で
は
矢
印
③
の
ご
と
く
二
画
目
の
撥
ね
の
部
分
と
、
そ
の
後
の
横
画
（
二
画
分
）
と
が
続
け
て
書
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
矢
印
④
の
ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に
位
置
す
る
文
字
へ
と
続
け
て
書
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
戊
辰
切
で
は
、

二
画
目
の
撥
ね
の
部
分
か
ら
最
終
画
へ
と
続
け
て
書
さ
れ
る
事
例
は
ご
く
僅
か
（
786
・
802
等
）
で
あ
る
。

「
月
」
と
い
う
漢
字
の
み
な
ら
ず
、
一
文
字
中
、「
月
」
を
有
す
る
漢
字
（
戊
辰
切
…「
有
」・「
清
」・「
明
」・「
消
」・「
湖
」・「
晴
」・「
青
」・「
胡
」・

「
朝
」・「
骨
」・「
期
」・「
宵
」・「
朗
」・「
脣
」・「
背
」
等
。
金
沢
本
…「
有
」・「
清
」・「
明
」・「
消
」・「
青
」・「
朝
」・「
期
」・「
背
」・「
崩
」・「
削
」・

「
湖
」・「
晴
」・「
胡
」・「
骨
」・「
宵
」・「
朗
」・「
脣
」
等
）
に
お
い
て
も
以
上
述
べ
た
こ
と
と
同
様
な
こ
と
を
指
摘
し
得
る
。
戊
辰
切
に
比
し
て
金

沢
本
の
「
月
」
の
方
が
明
る
く
、
動
的
な
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・
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得
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。
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が
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、
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の
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点
に
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て
は
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。
し
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し
、
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の
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と
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①
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右
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②
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、
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③
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、
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。
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で
は
、
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④
と
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⑤
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が
離
れ
る
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例
も
少
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ず
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。
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、
最
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（
矢
印
③
の
部
分
）
が
金
沢
本
の
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が

長
い
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向
に
あ
る
。
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印
⑥
、
及
び
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れ
以
降
の
線
質
に
も
相
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が
確
認
さ
れ
る
。
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沢
本
で
は
矢
印
⑥
の
辺
り
で
少
し
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が
か
け
ら
れ
、
そ
の
後
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質
に
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て
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先
の
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が
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さ
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。
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、
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、
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が
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あ
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④
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も
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。
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、
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の
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が
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に
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。
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、
及
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、
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を
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の
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を
占
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が
、

戊
辰
切
の
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が
平
板
で
あ
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、
な
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れ
ほ
ど
丸
み
を
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び
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は
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に
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ど
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。
ま
た
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の
点
線
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に
は
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に

は
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。
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・
「
青
」
・
「
胡
」
・
「
朝
」
・
「
骨
」
・
「
期
」
・

「
宵
」
・
「
朗
」
・
「
脣
」
・
「
背
」
等
、
金
沢
本
…
「
有
」
・
「
清
」
・
「
明
」
・
「
消
」
・
「
青
」
・

「
朝
」
・
「
期
」
・
「
背
」
・
「
崩
」
・
「
削
」
・
「
湖
」
・
「
晴
」
・
「
胡
」
・
「
骨
」
・
「
宵
」
・
「
朗
」
・

「
脣
」
等
）
に
お
い
て
も
以
上
述
べ
た
こ
と
と
同
様
な
こ
と
を
指
摘
し
得
る
。
戊
辰
切

に
比
し
て
金
沢
本
の
「
月
」
の
方
が
明
る
く
、
動
的
な
印
象
を
受
け
る
。 

 

■
し
ん
に
ゅ
う
（

） 
 

 
 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

両
本
の
し
ん
に
ゅ
う
（

）
に
は
い
く
つ
か
の
崩
し
方
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、

右
に
掲
出
す
る
タ
イ
プ
の
崩
し
方
が
多
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
し

か
し
、
両
本
の
書
が
似
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

金
沢
本
で
は
点
線
①
の
ご
と
く
、
稍
々
右
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
微
妙
な
が

ら
左
方
へ
向
か
う
こ
と
が
多
い
。
矢
印
②
の
辺
り
で
穂
先
が
そ
れ
を
受
け
止
め
、
そ
の

後
、
矢
印
③
で
は
右
方
へ
と
運
筆
さ
れ
る
。
そ
の
①
→
②
→
③
に
見
ら
れ
る
呼
吸
、
筆

致
は
戊
辰
切
か
ら
は
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
④
と
矢
印
⑤
と
が
離
れ
る

事
例
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
ま
た
、
最
終
画
（
矢
印
③
の
部
分
）
が
金
沢
本
の
方
が

長
い
傾
向
に
あ
る
。
矢
印
⑥
、
及
び
そ
れ
以
降
の
線
質
に
も
相
違
が
確
認
さ
れ
る
。
金

沢
本
で
は
矢
印
⑥
の
辺
り
で
少
し
筆
圧
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
左
上
方
へ
と
向
か
う

線
質
に
お
い
て
穂
先
の
弾
力
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
戊
辰
切
の
当
該
箇
所
に

そ
の
よ
う
な
運
筆
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

■
門
構
え
（
門
） 

【
戊
辰
切
】 

  
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

  
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

矢
印
①
、
矢
印
②
（
転
折
）
、
及
び
点
線
③
の
辺
り
に
注
目
す
る
と
金
沢
本
の
線
質
に

比
し
て
戊
辰
切
で
は
平
板
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
該
箇
所
に
お
い
て
も
金

沢
本
で
は
運
筆
上
、
穂
先
の
弾
力
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

点
線
③
に
つ
い
て
、
戊
辰
切
で
は
丸
み
を
帯
び
た
も
の
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
が
、

戊
辰
切
の
ご
と
く
当
該
箇
所
が
平
板
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
ほ
ど
丸
み
を
帯
び
た
も

の
は
金
沢
本
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
金
沢
本
の
点
線
④
の
線
質
に
は
戊
辰
切
に

は
無
い
緊
張
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
金
沢
本
の
美
的
要
素
と
言
え
る
。 

■
や 

【
戊
辰
切
】 
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■
や

【
戊
辰
切
】

【
金
沢
本
】

戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と
向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目

立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②
に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す
る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら

確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

■
能 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 

 

 
 

 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

■
む 

【
戊
辰
切
】 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

■
能 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 

 

 
 

 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

■
む 

【
戊
辰
切
】 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
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■
能

【
戊
辰
切
】　　

【
金
沢
本
】

仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く
右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に

余
白
が
生
じ
る
。

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は

殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自
ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ
く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切

に
は
見
ら
れ
な
い
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

■
能 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 

 

 
 

 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

■
む 

【
戊
辰
切
】 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

■
能 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 

 

 
 

 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

■
む 

【
戊
辰
切
】 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
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金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働
き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余

白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、
戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に
余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意

識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

■
む

【
戊
辰
切
】　

【
金
沢
本
】

戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

金
沢
本
の
当
該
箇
所
は
高
い
所
に
位
置
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
向
け
て
の
動
き
が
表
現
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
、
さ
ら
に
、
矢
印
③
の
ご
と
く
、
上
方
か
ら
下
方
（
そ
の
次
〈
下
〉
に
位
置
す
る
文
字
）
に
向
け
て
続
け
て
書
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
表
現
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
金
沢
本
の
表
現
（
下
方
か
ら
上
方
へ
、
上
方
か
ら
下
方
へ
と
向
か
う
流
れ
、
勢
い
）
は
戊
辰
切
に
は
見

当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
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戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

■
能 

【
戊
辰
切
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【
金
沢
本
】 

 
 
 

 
 

 

 
 

 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 
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戊
辰
切
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沢
本
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戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
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戊
辰
切
に
比
し
て
金
沢
本
で
は
矢
印
①
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と

向
か
う
動
き
が
大
き
く
、
ま
た
矢
印
②
・
③
の
動
き
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
矢
印
②

に
見
ら
れ
る
運
筆
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
戊
辰
切
に
そ
れ
が
存
す 

る
場
合
は
矢
印
④
の
ご
と
く
僅
か
乍
ら
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
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沢
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 仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
能
」
を
取
り
上
げ
る
。 

矢
印
①
に
お
い
て
金
沢
本
で
は
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
た
後
、
矢
印
②
の
ご
と
く

右
上
方
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
印
①
の
辺
り
に
余
白
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
戊
辰
切
は
金
沢
本
と
は
相
違
し
、
戊
辰
切
の
矢
印
③
に
つ
い
て
、
そ
こ
に

生
じ
る
余
白
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
字
形
も
自

ず
と
横
へ
と
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
金
沢
本
で
は
当
該
文
字
が
行
末
に
位
置
す
る
場
合
、
矢
印
④
の
ご
と
く
勢
い
よ

く
は
ね
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
筆
勢
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

金
沢
本
の
「
能
」
は
躍
動
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
矢
印
⑤
の
部
分
の
穂
先
の
働

き
に
は
繊
細
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
余
白
が
金
沢
本
に
は
存
す
る
が
、

戊
辰
切
で
は
矢
印
⑥
の
ご
と
く
確
認
さ
れ
な
い
。
戊
辰
切
の
書
写
者
に
は
当
該
箇
所
に

余
白
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
殆
ど
無
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

■
む 

【
戊
辰
切
】 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
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戊
辰
切
で
は
連
綿
の
際
、
矢
印
①
が
低
い
位
置
に
書
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
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■
も

【
戊
辰
切
】　　
　
　
　

【
金
沢
本
】

「
も
」
に
見
ら
れ
る
二
筆
目
の
運
筆
に
注
目
す
る
と
、
戊
辰
切
で
は
お
お
よ
そ
次
の
A
・
B
・
C
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
A
…
矢
印

①
の
ご
と
く
、「
右
方
（
右
下
方
）
へ
」
向
け
て
点
を
打
つ
よ
う
に
止
め
る
、
B
…
矢
印
②
の
ご
と
く
、
い
っ
た
ん
「
右
方
へ
」
筆
が
運
ば
れ
た
後
、

下
方
へ
と
向
か
う
。
C
…
一
筆
目
と
二
筆
目
と
が
続
け
て
書
さ
れ
る
）。

金
沢
本
に
つ
い
て
は
、
表
現
が
多
様
で
あ
り
、
流
動
的
で
あ
る
た
め
分
類
し
得
ず
、
右
に
掲
出
す
る
事
例
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
戊
辰
切
と
は
相
違
す
る
。殊
に
、両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
は
二
筆
目
の
起
筆
の
位
置
（
高
さ
）
と
そ
の
角
度
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

金
沢
本
の
二
筆
目
は
矢
印
③
の
ご
と
く
「
上
方
か
ら
下
方
へ
」
と
向
か
う
。
そ
し
て
一
筆
目
に
対
す
る
二
筆
目
の
起
筆
は
金
沢
本
の
方
が
戊
辰
切

よ
り
も
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
一
筆
目
と
二
筆
目
と
の
重
ね
方
（
矢
印
④
）、
交
差
の
仕
方
（
矢
印
⑤
）
等
、
金
沢
本
の
姿
容
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
多
様
で
あ
り
、

動
感
に
溢
れ
て
い
る
。
戊
辰
切
の
当
該
箇
所
に
は
金
沢
本
の
ご
と
き
多
様
性
、
動
感
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

 

 

金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。 

金
沢
本
の
当
該
箇
所
は
高
い
所
に
位
置
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、

下
方
か
ら
上
方
へ
向
け
て
の
動
き
が
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
矢
印
③
の

ご
と
く
、
上
方
か
ら
下
方
（
そ
の
次
〈
下
〉
に
位
置
す
る
文
字
）
に
向
け
て
続
け
て
書

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
表
現
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
金
沢
本
の
表

現
（
下
方
か
ら
上
方
へ
、
上
方
か
ら
下
方
へ
と
向
か
う
流
れ
、
勢
い
）
は
戊
辰
切
に
は

見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 
■
も 

【
戊
辰
切
】 
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【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
も
」
に
見
ら
れ
る
二
筆
目
の
運
筆
に
注
目
す
る
と
、
戊
辰
切
で
は
お
お
よ
そ
次
の

A
・
B
・
C
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
A
…
矢
印
①
の
ご
と
く
、「
右
方
（
右

下
方
）
へ
」
向
け
て
点
を
打
つ
よ
う
に
止
め
る
、
B
…
矢
印
②
の
ご
と
く
、
い
っ
た
ん

「
右
方
へ
」
筆
が
運
ば
れ
た
後
、
下
方
へ
と
向
か
う
。
C
…
一
筆
目
と
二
筆
目
と
が
続

け
て
書
さ
れ
る
）
。 

 

金
沢
本
に
つ
い
て
は
、
表
現
が
多
様
で
あ
り
、
流
動
的
で
あ
る
た
め
分
類
し
得
ず
、

右
に
掲
出
す
る
事
例
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
い
ず
れ
も
戊
辰
切
と
は
相
違
す

る
。
殊
に
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
は
二
筆
目
の
起
筆
の
位
置
（
高
さ
）
と
そ
の

角
度
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
沢
本
の
二
筆
目
は
矢
印
③
の
ご
と
く
「
上
方
か
ら
下

方
へ
」
と
向
か
う
。
そ
し
て
一
筆
目
に
対
す
る
二
筆
目
の
起
筆
は
金
沢
本
の
方
が
戊
辰

切
よ
り
も
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
一
筆
目
と
二
筆
目
と
の
重
ね
方
（
矢
印
④
）
、
交
差
（
矢
印
⑤
）
等
、
金
沢
本
の

姿
容
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
多
様
で
あ
り
、
動
感
に
溢
れ
て
い
る
。
戊
辰
切
の
当

該
箇
所
に
は
金
沢
本
の
ご
と
き
多
様
性
、
動
感
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

■
な 

【
戊
辰
切
】 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

 
 

 

結
び
の
部
分
（
矢
印
①
等
）
に
注
目
す
る
と
、
戊
辰
切
で
は
、
そ
こ
に
余
白
が
見
ら

れ
な
い
、
ま
た
は
余
白
が
小
さ
い
事
例
が
そ
の
殆
ど
を
占
め
る
。
戊
辰
切
で
は
、
右
掲

の
図
版
の
ご
と
き
字
形
・
連
綿
が
多
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
金
沢
本
に
は
殆
ど
見
当
た

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
沢
本
で
は
矢
印
②
の
ご
と
く
、
余
白
の
大
き
な
事
例
が
目
立

つ
が
、
そ
れ
は
戊
辰
切
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
連
綿
の
際
、
戊
辰
切
で
は
矢
印
③
の
ご
と
く
結
び
の
直
後
が
重
く
な
る
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
連
綿
線
（
矢
印
④
）
に
も
硬
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
金
沢
本
で
は
矢
印

⑤
・
⑥
の
ご
と
く
、
そ
の
よ
う
な
硬
さ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

■
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切
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金
沢
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金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。 

金
沢
本
の
当
該
箇
所
は
高
い
所
に
位
置
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、

下
方
か
ら
上
方
へ
向
け
て
の
動
き
が
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
矢
印
③
の

ご
と
く
、
上
方
か
ら
下
方
（
そ
の
次
〈
下
〉
に
位
置
す
る
文
字
）
に
向
け
て
続
け
て
書

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
表
現
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
金
沢
本
の
表

現
（
下
方
か
ら
上
方
へ
、
上
方
か
ら
下
方
へ
と
向
か
う
流
れ
、
勢
い
）
は
戊
辰
切
に
は

見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。 
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「
も
」
に
見
ら
れ
る
二
筆
目
の
運
筆
に
注
目
す
る
と
、
戊
辰
切
で
は
お
お
よ
そ
次
の

A
・
B
・
C
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
A
…
矢
印
①
の
ご
と
く
、「
右
方
（
右

下
方
）
へ
」
向
け
て
点
を
打
つ
よ
う
に
止
め
る
、
B
…
矢
印
②
の
ご
と
く
、
い
っ
た
ん

「
右
方
へ
」
筆
が
運
ば
れ
た
後
、
下
方
へ
と
向
か
う
。
C
…
一
筆
目
と
二
筆
目
と
が
続

け
て
書
さ
れ
る
）
。 

 

金
沢
本
に
つ
い
て
は
、
表
現
が
多
様
で
あ
り
、
流
動
的
で
あ
る
た
め
分
類
し
得
ず
、

右
に
掲
出
す
る
事
例
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
い
ず
れ
も
戊
辰
切
と
は
相
違
す

る
。
殊
に
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
は
二
筆
目
の
起
筆
の
位
置
（
高
さ
）
と
そ
の

角
度
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
沢
本
の
二
筆
目
は
矢
印
③
の
ご
と
く
「
上
方
か
ら
下

方
へ
」
と
向
か
う
。
そ
し
て
一
筆
目
に
対
す
る
二
筆
目
の
起
筆
は
金
沢
本
の
方
が
戊
辰

切
よ
り
も
高
い
所
に
位
置
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
一
筆
目
と
二
筆
目
と
の
重
ね
方
（
矢
印
④
）
、
交
差
（
矢
印
⑤
）
等
、
金
沢
本
の

姿
容
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
多
様
で
あ
り
、
動
感
に
溢
れ
て
い
る
。
戊
辰
切
の
当

該
箇
所
に
は
金
沢
本
の
ご
と
き
多
様
性
、
動
感
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
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結
び
の
部
分
（
矢
印
①
等
）
に
注
目
す
る
と
、
戊
辰
切
で
は
、
そ
こ
に
余
白
が
見
ら

れ
な
い
、
ま
た
は
余
白
が
小
さ
い
事
例
が
そ
の
殆
ど
を
占
め
る
。
戊
辰
切
で
は
、
右
掲

の
図
版
の
ご
と
き
字
形
・
連
綿
が
多
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
金
沢
本
に
は
殆
ど
見
当
た

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
沢
本
で
は
矢
印
②
の
ご
と
く
、
余
白
の
大
き
な
事
例
が
目
立

つ
が
、
そ
れ
は
戊
辰
切
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
連
綿
の
際
、
戊
辰
切
で
は
矢
印
③
の
ご
と
く
結
び
の
直
後
が
重
く
な
る
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
連
綿
線
（
矢
印
④
）
に
も
硬
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
金
沢
本
で
は
矢
印

⑤
・
⑥
の
ご
と
く
、
そ
の
よ
う
な
硬
さ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
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び
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①
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ら
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②
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③
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④
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⑥
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。

 

 

金
沢
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に
は
見
ら
れ
な
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特
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で
あ
る
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沢
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の
当
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所
は
高
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所
に
位
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る
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は
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矢
印
②
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ご
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く
、

下
方
か
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方
へ
向
け
て
の
動
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が
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
矢
印
③
の

ご
と
く
、
上
方
か
ら
下
方
（
そ
の
次
〈
下
〉
に
位
置
す
る
文
字
）
に
向
け
て
続
け
て
書

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
表
現
は
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で
は
な
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。
そ
の
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の
表

現
（
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ら
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流
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も
」
に
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れ
る
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す
る
と
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辰
切
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よ
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B
・
C
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
A
…
矢
印
①
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右
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②
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へ
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C
…
一
筆
目
と
二
筆
目
と
が
続

け
て
書
さ
れ
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表
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で
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た
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得
ず
、

右
に
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す
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ま
る
も
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と
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す
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位
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と
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れ
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③
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と
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。
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す
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④
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⑤
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あ
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ま
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■
ま

【
戊
辰
切
】　

【
金
沢
本
】

戊
辰
切
の
結
び
の
部
分
に
つ
い
て
、
矢
印
①
の
ご
と
く
小
さ
く
結
び
、
そ
こ
に
余
白
が
な
い
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

金
沢
本
の
結
び
の
形
状
は
様
々
で
あ
る
。

連
綿
に
つ
い
て
は
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に
位
置
す
る
文
字
へ
と
直
線
的
に
向
か
う
場
合
が
多
い
。
中

に
は
矢
印
③
・
④
の
ご
と
き
連
綿
も
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
硬
さ
は
金
沢
本
に
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見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金

沢
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結
び
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余
白
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
矢
印
⑤
の
ご
と
く
そ
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の
余
白
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
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け
る
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白
が
そ
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ど
広
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辰
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出
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。
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の
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び
の
部
分
に
つ
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て
、
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印
①
の
ご
と
く
小
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く
結
び
、
そ
こ
に
余
白

が
な
い
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
沢
本
の
結
び
の
形
状
は

様
々
で
あ
る
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連
綿
に
つ
い
て
は
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に

位
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す
る
文
字
へ
と
直
線
的
に
向
か
う
場
合
が
多
い
。
中
に
は
矢
印
③
・
④
の
ご
と
き

連
綿
も
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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の
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さ
は
金
沢
本
に
は
見
当

た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
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沢
本
で
は
そ
の
結
び
の
余
白
が
殆
ど
見
ら
れ
な
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場
合
に

お
い
て
も
矢
印
⑤
の
ご
と
く
そ
の
内
側
の
余
白
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
に
お
け
る
余
白
が
そ
れ
ほ
ど
広
い
事
例
は
戊
辰
切
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。 
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の
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、
そ
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の
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に
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書
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る
場
合
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印
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の
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、
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辰
切
で
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て
運
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さ
れ
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こ
と
が
多
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し
、
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は
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印
②
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っ
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上
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向
か
い
、
そ
の
後
、
右
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向
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そ
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は
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が
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の
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は
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に
は
見
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ず
、
ま
た
そ
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の
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に
お
い
て
も
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本
で
は
相
違
す
る
。
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沢
本
の
矢
印
③
・
④
の
ご
と
く
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び
の
形
状
が

平
た
い
も
の
、
矢
印
⑤
・
⑥
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
結
び
方
は
戊
辰
切
に
は
存
し
な

い
。
戊
辰
切
の
結
び
の
形
状
は
丸
く
、
そ
こ
に
生
じ
る
余
白
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
か
、

も
し
く
は
余
白
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
結
び
の
後
の
部
分
（
矢
印
⑦
）
が
長
い

も
の
が
多
い
と
い
う
点
も
金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
言
え
る
。 

矢
印
⑧
の
余
白
の
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
「
能
」
の
場
合
と
同
様
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金
沢
本
に
は
矢
印
⑧
の
部
分
に
余
白
が
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
戊
辰
切
の
当

該
箇
所
に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
戊
辰
切
の
書
写
者
は
当
該
箇
所
に
余
白

を
つ
く
る
意
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
一
行
内
の
縦
の
流
れ
の
創
出
の
た
め
、
金
沢
本
の
当
該
文
字
（
「
は
」
）
は
そ

の
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戊
辰
切
の 

矢
印
①
、
及
び
矢
印
⑦
は
一
行
内
（
当
該
行
）
の
縦
の
流
れ
を
遮
っ
て
い
る
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が
あ
る
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戊
辰
切
の
「
ら
」
に
は
不
安
定
な
字
形
が
混
在
す
る
。
一
方
、
金
沢
本
の
筆
遣
い
は

細
微
に
亘
り
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
戊
辰
切
の
「
者
」
（
変
体
仮
名
）

に
つ
い
て
、
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
形
で
あ
る
。 

以
上
、
両
本
の
書
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個
々
の
字
形
、
及
び
そ
れ

を
構
成
す
る
線
質
に
お
い
て
両
本
間
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
金
沢
本
の
書
に
存
す

る
緊
張
感
、
生
動
感
が
戊
辰
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
戊
辰
切
の
書
に
は
む
し
ろ
硬
さ

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
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、
一
行
内
の
縦
の
流
れ
の
創
出
の
た
め
、
金
沢
本
の
当
該
文
字
（
「
は
」
）
は
そ

の
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戊
辰
切
の 

矢
印
①
、
及
び
矢
印
⑦
は
一
行
内
（
当
該
行
）
の
縦
の
流
れ
を
遮
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。 

 

■
「
ら
」･

「
者
」 

【
戊
辰
切
】 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

戊
辰
切
の
「
ら
」
に
は
不
安
定
な
字
形
が
混
在
す
る
。
一
方
、
金
沢
本
の
筆
遣
い
は

細
微
に
亘
り
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
戊
辰
切
の
「
者
」
（
変
体
仮
名
）

に
つ
い
て
、
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
形
で
あ
る
。 

以
上
、
両
本
の
書
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個
々
の
字
形
、
及
び
そ
れ

を
構
成
す
る
線
質
に
お
い
て
両
本
間
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
金
沢
本
の
書
に
存
す

る
緊
張
感
、
生
動
感
が
戊
辰
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
戊
辰
切
の
書
に
は
む
し
ろ
硬
さ

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
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な
お
、
一
行
内
の
縦
の
流
れ
の
創
出
の
た
め
、
金
沢
本
の
当
該
文
字
（「
は
」
）
は
そ
の
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
戊
辰
切
の
矢
印
①
、
及
び
矢
印
⑦
は
一
行
内
（
当
該
行
）
の
縦
の
流
れ
を
遮
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

■
「
ら
」・「
者
」

【
戊
辰
切
】

【
金
沢
本
】

戊
辰
切
の
「
ら
」
に
は
不
安
定
な
字
形
が
混
在
す
る
。
一
方
、
金
沢
本
の
筆
遣
い
は
細
微
に
亘
り
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
戊

辰
切
の
「
者
」（
変
体
仮
名
）
に
つ
い
て
、
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
形
で
あ
る
。

以
上
、
両
本
の
書
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個
々
の
字
形
、
及
び
そ
れ
を
構
成
す
る
線
質
に
お
い
て
両
本
間
に
は
相
違
が
認
め
ら

れ
た
。
金
沢
本
の
書
に
存
す
る
緊
張
感
、
生
動
感
が
戊
辰
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
戊
辰
切
の
書
に
は
む
し
ろ
硬
さ
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。

金
沢
本
の
書
で
は
、
下
方
か
ら
上
方
へ
、
上
方
か
ら
下
方
へ
と
向
か
う
動
き
が
表
現
の
一
環
と
し
て
際
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
特
徴
は
戊
辰
切

に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
金
沢
本
の
「
風
」・「
月
」・「
や
」・「
能
」・「
む
」・「
も
」
等
に
見
ら
れ
る
下

方
か
ら
上
方
へ
向
か
う
動
き
は
縦
書
き
に
よ
る
一
行
内
の
文
字
の
流
れ
に
逆
行
す
る
（
重
力
に
逆
ら
う
）
も
の
で
あ
る
。
金
沢
本
で
は
そ
れ
が
動

感
を
与
え
、
効
果
的
に
活
か
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
金
沢
本
の
「
月
」・「
む
」・「
も
」・「
は
」
等
に
は
上
方
か
ら
下
方
へ
と
向
か
う
縦
の
流
れ
が

 

 

  
   

  
 

 

戊
辰
切
の
結
び
の
部
分
に
つ
い
て
、
矢
印
①
の
ご
と
く
小
さ
く
結
び
、
そ
こ
に
余
白

が
な
い
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
沢
本
の
結
び
の
形
状
は

様
々
で
あ
る
。 

連
綿
に
つ
い
て
は
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に

位
置
す
る
文
字
へ
と
直
線
的
に
向
か
う
場
合
が
多
い
。
中
に
は
矢
印
③
・
④
の
ご
と
き

連
綿
も
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
硬
さ
は
金
沢
本
に
は
見
当

た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
沢
本
で
は
そ
の
結
び
の
余
白
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
に

お
い
て
も
矢
印
⑤
の
ご
と
く
そ
の
内
側
の
余
白
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
に
お
け
る
余
白
が
そ
れ
ほ
ど
広
い
事
例
は
戊
辰
切
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。 

 

■
は 

【
戊
辰
切
】 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

一
筆
目
の
後
、
そ
こ
か
ら
次
の
二
筆
目
に
向
け
て
続
け
て
書
さ
れ
る
場
合
、
矢
印
①

の
ご
と
く
、
戊
辰
切
で
は
右
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
金

沢
本
で
は
矢
印
②
の
ご
と
く
い
っ
た
ん
上
方
へ
向
か
い
、
そ
の
後
、
右
上
方
へ
と
向
か

う
。
そ
こ
に
は
滑
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
戊
辰
切
の
矢
印
①
の

ご
と
き
続
け
方
は
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
そ
の
後
の
結
び
方
、
結
び
の
形
状

に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
す
る
。
金
沢
本
の
矢
印
③
・
④
の
ご
と
く
結
び
の
形
状
が

平
た
い
も
の
、
矢
印
⑤
・
⑥
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
結
び
方
は
戊
辰
切
に
は
存
し
な

い
。
戊
辰
切
の
結
び
の
形
状
は
丸
く
、
そ
こ
に
生
じ
る
余
白
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
か
、

も
し
く
は
余
白
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
結
び
の
後
の
部
分
（
矢
印
⑦
）
が
長
い

も
の
が
多
い
と
い
う
点
も
金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
言
え
る
。 

矢
印
⑧
の
余
白
の
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
「
能
」
の
場
合
と
同
様
、 

金
沢
本
に
は
矢
印
⑧
の
部
分
に
余
白
が
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
戊
辰
切
の
当

該
箇
所
に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
戊
辰
切
の
書
写
者
は
当
該
箇
所
に
余
白

を
つ
く
る
意
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
一
行
内
の
縦
の
流
れ
の
創
出
の
た
め
、
金
沢
本
の
当
該
文
字
（
「
は
」
）
は
そ

の
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戊
辰
切
の 

矢
印
①
、
及
び
矢
印
⑦
は
一
行
内
（
当
該
行
）
の
縦
の
流
れ
を
遮
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。 

 

■
「
ら
」･
「
者
」 

【
戊
辰
切
】 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

戊
辰
切
の
「
ら
」
に
は
不
安
定
な
字
形
が
混
在
す
る
。
一
方
、
金
沢
本
の
筆
遣
い
は

細
微
に
亘
り
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
戊
辰
切
の
「
者
」
（
変
体
仮
名
）

に
つ
い
て
、
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
形
で
あ
る
。 

以
上
、
両
本
の
書
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個
々
の
字
形
、
及
び
そ
れ

を
構
成
す
る
線
質
に
お
い
て
両
本
間
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
金
沢
本
の
書
に
存
す

る
緊
張
感
、
生
動
感
が
戊
辰
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
戊
辰
切
の
書
に
は
む
し
ろ
硬
さ

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

 

  
   

  
 

 

戊
辰
切
の
結
び
の
部
分
に
つ
い
て
、
矢
印
①
の
ご
と
く
小
さ
く
結
び
、
そ
こ
に
余
白

が
な
い
ケ
ー
ス
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
沢
本
の
結
び
の
形
状
は

様
々
で
あ
る
。 

連
綿
に
つ
い
て
は
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
②
の
ご
と
く
、
当
該
文
字
の
次
（
下
）
に

位
置
す
る
文
字
へ
と
直
線
的
に
向
か
う
場
合
が
多
い
。
中
に
は
矢
印
③
・
④
の
ご
と
き

連
綿
も
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
硬
さ
は
金
沢
本
に
は
見
当

た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
沢
本
で
は
そ
の
結
び
の
余
白
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
に

お
い
て
も
矢
印
⑤
の
ご
と
く
そ
の
内
側
の
余
白
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
に
お
け
る
余
白
が
そ
れ
ほ
ど
広
い
事
例
は
戊
辰
切
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
。 

 

■
は 

【
戊
辰
切
】 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

一
筆
目
の
後
、
そ
こ
か
ら
次
の
二
筆
目
に
向
け
て
続
け
て
書
さ
れ
る
場
合
、
矢
印
①

の
ご
と
く
、
戊
辰
切
で
は
右
上
方
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
金

沢
本
で
は
矢
印
②
の
ご
と
く
い
っ
た
ん
上
方
へ
向
か
い
、
そ
の
後
、
右
上
方
へ
と
向
か

う
。
そ
こ
に
は
滑
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
戊
辰
切
の
矢
印
①
の

ご
と
き
続
け
方
は
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
そ
の
後
の
結
び
方
、
結
び
の
形
状

に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
す
る
。
金
沢
本
の
矢
印
③
・
④
の
ご
と
く
結
び
の
形
状
が

平
た
い
も
の
、
矢
印
⑤
・
⑥
の
ご
と
き
余
白
を
有
す
る
結
び
方
は
戊
辰
切
に
は
存
し
な

い
。
戊
辰
切
の
結
び
の
形
状
は
丸
く
、
そ
こ
に
生
じ
る
余
白
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
か
、

も
し
く
は
余
白
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
結
び
の
後
の
部
分
（
矢
印
⑦
）
が
長
い

も
の
が
多
い
と
い
う
点
も
金
沢
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
言
え
る
。 

矢
印
⑧
の
余
白
の
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
「
能
」
の
場
合
と
同
様
、 

金
沢
本
に
は
矢
印
⑧
の
部
分
に
余
白
が
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
戊
辰
切
の
当

該
箇
所
に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
戊
辰
切
の
書
写
者
は
当
該
箇
所
に
余
白

を
つ
く
る
意
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
一
行
内
の
縦
の
流
れ
の
創
出
の
た
め
、
金
沢
本
の
当
該
文
字
（
「
は
」
）
は
そ

の
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戊
辰
切
の 

矢
印
①
、
及
び
矢
印
⑦
は
一
行
内
（
当
該
行
）
の
縦
の
流
れ
を
遮
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。 

 
■
「
ら
」･

「
者
」 

【
戊
辰
切
】 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

【
金
沢
本
】 

 
 

 
 

戊
辰
切
の
「
ら
」
に
は
不
安
定
な
字
形
が
混
在
す
る
。
一
方
、
金
沢
本
の
筆
遣
い
は

細
微
に
亘
り
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
引
用
し
た
戊
辰
切
の
「
者
」
（
変
体
仮
名
）

に
つ
い
て
、
金
沢
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
形
で
あ
る
。 

以
上
、
両
本
の
書
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
個
々
の
字
形
、
及
び
そ
れ

を
構
成
す
る
線
質
に
お
い
て
両
本
間
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
金
沢
本
の
書
に
存
す

る
緊
張
感
、
生
動
感
が
戊
辰
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
戊
辰
切
の
書
に
は
む
し
ろ
硬
さ

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
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表
現
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戊
辰
切
に
は
そ
の
流
れ
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
中
に
は
一
行
内
の
縦
の
流
れ
が
遮
ら
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら

れ
る
書
き
振
り
も
確
認
し
た
。

金
沢
本
の
書
に
は
個
々
の
文
字
内
部
の
空
間
が
活
か
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
戊
辰
切
の
書
か
ら
は
殆
ど
窺
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

金
沢
本
の
書
に
存
す
る
細
微
に
亘
る
細
や
か
さ
も
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
字
形
の
上
で
も
連
綿
の
手
法
に
お
い
て
も
戊
辰
切
の
表
現
の
幅
が
一
定
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
金
沢
本
の
書
は
変

化
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
し
た
。

三

既
に
著
者
は
本
書
（
前
節
）
中
、
書
写
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
後
代
的
要
素
が
戊
辰
切
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
）
11
（

。
そ
こ
で
述
べ
た

通
り
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
259
「
し
ら
く
も
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ふ
か
り
の
か
す
さ
へ
見
ゆ
る
あ
き
の
よ
の
月
」
の
傍
線
部
「
か
す

さ
へ
」
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戊
辰
切
の
「
か
す
さ
へ
」
に
対
し
て
、
平
安
時
代
は
「
か
け
さ
へ
」
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
『
和

漢
朗
詠
集
』諸
伝
本
で
は
戊
辰
切
と
同
様
、「
か
す
さ
へ
」
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
片
桐
洋
一
氏
が
か
つ
て
指
摘
し
た
通
り
、「
か
す
さ
へ
」
は
「
鎌

倉
時
代
書
写
本
の
典
型
的
な
本
文
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
12
（

。
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
―
一
二
四
一
）
が
『
僻
案
抄
』
等
に
お
い
て
「
か
す
さ
へ
」

の
方
を
強
く
主
張
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
時
代
的
特
徴
を
示
す
と
見
ら
れ
る
「
か
す
さ
へ
」
を
戊
辰
切
が
有
し
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
の
う
ち
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
本
文
と
、
十
二
世
紀
の
書
写

と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
本
文
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
際
、
前
述
し
た
「
か
す
さ
へ
」
の
ご
と
く
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
本
文
の
方

を
多
く
の
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
本
が
有
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
本
文
が
後
代
、
台
頭
す
る
こ
と
が
あ
る
。

十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
う
ち
、
そ
の
よ
う
な
事
象
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
断
簡
等
を
除
く
と
、
戊
辰
切
・
久
松
切
・
山
城
切



303　 第三章　第六節

が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
戊
辰
切
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
事
例
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
、
そ
の
実
態
を
示
す
。

以
下
挙
げ
る
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
（
戊
辰
切
を
含
む
）
の
概
要
は
本
書
の
冒
頭
に
挙
げ
た
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
調
査
し
得
た
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
（
以
下
、「
後
代
の
書
写
本
」
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
寂
然
法
師
筆
本

尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
本

伝
世
尊
寺
行
能
筆
墨
流
本

専
修
大
学
図
書
館
蔵
高
辻
長
成
筆
本

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
延
慶
本

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
弘
安
本

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
嘉
暦
本

阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
藤
原
行
成
筆
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
藤
原
伊
房
筆
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
能
筆
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
二
条
為
親
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
寂
蓮
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
久
我
長
通
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
紹
巴
筆
本

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
兼
好
筆
本

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
覚
恕
親
王
筆
本

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本

国
立
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
書
入
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（503.167

）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（503.1

）

伝
後
京
極
良
経
筆
内
侍
切

伝
後
京
極
良
経
筆
常
知
切

陽
明
文
庫
蔵
伝
浄
弁
筆
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
伝
二
条
為
重
筆
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
山
崎
宗
鑑
筆
本

某
氏
蔵
本（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会〈
一
九
七
五
年
〉発
刊
の
複
製
本
に
拠
る
）

異
同
調
査
に
当
り
、
漢
詩
は
一
文
字
、
和
歌
は
一
句
を
単
位
と
し
、
異
同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、

和
歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
判
読
不
可
能
な
文
字
に
つ
い
て
も
原

則
、
対
象
外
と
し
た
。

ま
ず
戊
辰
切
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
本
文
を
有
す
る
平
安
時
代
書
写
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
し
、
以
下
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る
異
同
を
載
せ

る
。こ

こ
で
は
戊
辰
切
の
本
文
が
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
本
に
多
く
存
す
る
と
い
う
そ
の
事
例
報
告
を
目
的
と
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
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本
の
性
格
を
示
す
た
め
の
事
例
で
は
な
い
。
紙
幅
の
都
合
上
、
伝
本
名
（
略
号
）
の
記
載
は
平
安
時
代
書
写
本
の
み
と
し
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
書

写
本
に
つ
い
て
は
伝
本
名
（
略
号
）
を
記
さ
ず
に
当
該
本
文
を
有
す
る
伝
本
の
数
の
み
を
記
す
。
平
安
時
代
書
写
本
と
同
文
で
あ
れ
ば
括
弧
内
の

略
号
の
下
に
「
／
」
を
付
し
、
そ
の
本
文
を
有
す
る
伝
本
の
数
を
記
す
。
平
安
時
代
書
写
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
当
該
本
文
を
記
し
、

括
弧
内
に
は
当
該
本
文
を
有
す
る
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
本
の
伝
本
の
数
の
み
を
明
記
す
る
。

各
事
項
の
末
尾
に
は
当
該
箇
所
に
関
す
る
他
文
献
の
本
文
を
載
せ
る
。

①
35
わ
か
な
つ
ま
む
と
（
戊
／
15
）　　

わ
か
な
つ
ま
せ
む
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
／
11
）

わ
か
な
つ
ま
む
せ
む
行
成
本と
（
2
）

わ
か
な
つ
ま
む
と
せ
む
（
1
）

わ
か
な
つ
ま
せん

とむ
（
1
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
一
・『
人
麿
集
』
Ⅱ
3
、「
わ
か
な
つ
ま
む
と
」。

『
人
麿
集
』
Ⅰ
169
・『
人
麿
集
』
Ⅲ
5
、「
わ
か
な
つ
ま
せ
ん
」。

②
39
献
（
戊
・
下
・
葦
／
19
）

上
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
／
10
）

上献
（
1
）

＊
『
菅
家
文
草
』
巻
五
、「
上
」。

③
50
駐
（
戊
・
久
・
葦
／
26
）　

住
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
／
3
）

住駐
（
2
）
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＊
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
一
、「
住
」。

④
169
を
き
ま
さ
る
ら
ん
（
戊
・
山
／
17
）　

お
か
む
と
す
ら
ん
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
和
1
・
葦
／
9
）

おお

か

む

と

す

ら

む

き
ま
さ
る
ら
む
（
1
）

お
き
ま
さ
る
そ
ら
ん
（
1
）

＊
『
忠
岑
集
』
Ⅳ
171
、「
お
き
ま
さ
る
ら
ん
」。

⑤
183
い
と
ゝ
は
る
け
き
（
戊
・
下
／
25
）

い
と
ゝ
は
る
け
さ
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
／
2
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
十
、「
お
と
の
は
る
け
さ
」。

⑥
197
み
ね
の
こ
ず
ゑ
の
（
戊
・
巻
・
下
・
山
・
多
／
28
）　

み
ね
の
こ
す
ゑ
し
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
葦
）

⑦
219
あ
ひ
み
る
あ
き
の
（
戊
・
久
・
葦
／
14
）

あ
ひ
み
るム

あ
き
の
（
下
）

あ
ひ
み
るむ

あ
き
の
（
1
）

あ
ひ
み
む
あ
き
の
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
・
多
／
8
）

あ
ひ
み
む
こ
と
の
（
2
）

あ
ひ
見
る
秋
は
（
1
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
三
・『
貫
之
集
』
Ⅰ
395
、「
あ
ひ
見
む
秋
の
」。

『
古
今
六
帖
』
第
一
154
、「
あ
ひ
見
る
秋
の
」。



306

⑧
294
さ
こ
そ
み
る
ら
め
（
戊
・
下
・
多
・
葦
／
25
）

い
か
ゝ
み
る
ら
む
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
太
）

いさ

こ

そ

見
る

ら

め

か
か
見
る
ら
む
（
山
）

い
か
か
お
も
は
む
（
1
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
二
十
、「
さ
こ
そ
見
る
ら
め
」。

⑨
314
ふ
き
そ
し
ぬ
ら
し
（
戊
・
和
1
／
12
）

ふ
き
そ
し
く
ら
し
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
／
4
）

ふ
き
そ
し
ぬ
ら
む
（
4
）

ふ
き
そ
し
に
け
る
（
3
）

あ
ら
し
吹
ら
し
（
1
）

ふ
き
に
け
ら
し
な
（
1
）

ふ
き
や
し
ぬ
ら
む
（
1
）

ふ
き
そ
は
し
め
し
（
1
）

ふ
き
も
しし

く

ら

し

ぬ
ら
む
（
1
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
十
、「
い
ま
し
ち
る
ら
し
」。

⑩
375
界
（
戊
・
久
・
巻
・
下
／
25
）　

里
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
／
2
）

里界
（
山
）

眼
（
葦
）
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＊
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
三
、「
里
」。

⑪
469
か
よ
ふ
ら
し
（
戊
・
巻
・
葦
／
21
）

か
よ
ふ
な
り
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
太
・
山
／
1
）

か
よ
ふ
らな
り
イし

（
1
）

か
よ
ふ
らな

りし
（
1
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
八
、「
か
よ
ふ
ら
し
」。

『
拾
遺
抄
』
巻
十
、「
か
よ
ふ
な
り
」。

⑫
614
長
空
（
戊
・
久
・
唐
1
・
葦
／
25
）　

空
長
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
安
・
巻
・
太
・
山
／
1
）

以
上
の
事
例
か
ら
戊
辰
切
と
同
文
で
あ
る
本
文
が
後
代
、
普
及
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

前
掲
⑦
・
⑧
・
⑪
の
戊
辰
切
の
本
文
（
⑦
「
あ
ひ
み
る
あ
き
の
」・
⑧
「
さ
こ
そ
み
る
ら
め
」・
⑪
「
か
よ
ふ
ら
し
」
）
に
つ
い
て
は
、片
桐
氏
が
「『
拾

遺
集
』『
拾
遺
抄
』
の
本
文
に
お
い
て
対
立
し
問
題
に
な
っ
て
い
た
本
文
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
「
本
文
研
究
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
〈
和
漢
朗
詠
集
〉

に
現
れ
て
い
る
本
文
だ
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）
13
（

。

戊
辰
切
の
本
文
を
有
す
る
後
代
の
伝
本
に
つ
い
て
、
⑦
で
は
一
四
本
で
あ
る
が
、
⑧
で
は
二
五
本
、
⑪
で
は
二
一
本
が
確
認
さ
れ
、
そ
こ
に
お

け
る
後
代
の
伝
本
の
多
く
が
戊
辰
切
と
同
文
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
⑦
・
⑧
・
⑪
に
つ
い
て
片
桐
氏
は
「
鎌
倉
期
写
本
」
の
本

文
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
戊
辰
切
も
同
文
で
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
に
断
定
し
得
な
い
も
の
の
、
本
調
査
結
果
か
ら
⑧
・
⑪
に
お
い
て
は
「
鎌

倉
期
写
本
」
の
本
文
と
言
え
る
ほ
ど
後
代
、
台
頭
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
③
・
⑤
・
⑥
・
⑩
・
⑫
に
つ
い
て
も
調
査
し
得
た
後
代
の
伝
本
の
殆
ど
が
戊
辰
切
と
同
文
で
あ
る
箇
所
を
有
す
る
。
そ
の
う
ち
③
・
⑤
・

⑩
の
戊
辰
切
の
本
文
は
他
文
献
と
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、
⑥
・
⑫
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。
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⑨
に
つ
い
て
は
伝
本
間
に
お
け
る
異
同
が
多
い
と
言
え
る
が
、
そ
の
う
ち
の
戊
辰
切
の
本
文
が
後
代
、
最
も
普
及
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
ま
た
、

当
該
本
文
に
お
い
て
も
戊
辰
切
で
は
他
文
献
と
相
違
す
る
。
そ
の
点
も
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
④
の
戊
辰
切
の
本
文
に
つ
い
て
は
堀
部
正
二
氏
に
よ
り
「
後
世
的
要
素
」
と
さ
れ
、「
平
安
朝
後
期
よ
り
漸
次
変
形
転
訛
を
来
し
始
め

た
朗
詠
集
本
文
の
過
渡
的
相
貌
」
と
評
さ
れ
た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
）
14
（

。
片
桐
氏
が
「
鎌
倉
期
写
本
」
と
述
べ
ら
れ
た
⑧
・
⑪
の
本
文
を
は
じ
め
と

し
て
、
前
述
し
た
そ
の
他
の
戊
辰
切
の
当
該
本
文
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
も
後
代
、
優
勢
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
の
後
代
の
伝
本
の
当
該
本
文
の
多

く
は
、
戊
辰
切
、
も
し
く
は
そ
の
流
れ
を
汲
む
伝
本
の
本
文
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
以
下
挙
げ
る
題
か
ら
も
指
摘
し
得
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
百
余
り
に
部
類
分
け
さ
れ
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
立
て
ら
れ
た
題
の
下
、
各
詩
歌
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

伝
本
の
中
に
は
巻
頭
の
内
題
の
次
に
、
部
類
名
・
題
の
一
覧
を
有
す
る
も
の
が
存
す
る
。
本
書
（
冒
頭
）
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
そ
の
一
覧

の
こ
と
を
目
録
と
仮
称
す
る
。
目
録
中
、
巻
上
・
夏
部
の
題
の
う
ち
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
山
城
切
に
「
花
橘
」
と
書
さ
れ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
戊
辰
切
・
久
松
切
の
二
本
で
は
「
盧
橘
」
と
書
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
本
文
中
の
題
は
「
花
橘
」
で
あ
る
）。

そ
れ
に
関
す
る
異
同
に
つ
い
て
、
土
井
忠
生
氏
は
「
朗
詠
集
は
、
上
巻
の
範
囲
に
就
い
て
言
へ
ば
、『
花
橘
』
と
題
す
る
も
の
と
『
盧
橘
』
と
題

す
る
も
の
と
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
、
大
体
に
於
い
て
言
へ
る
や
う
で
）
15
（

」、「
室
町
時
代
は
そ
の
盧
橘
本
が
勢
力
を
得
た
時
期
で
あ
っ
た
」
と
指

摘
さ
れ
た
）
16
（

。

当
該
箇
所
に
関
す
る
前
掲
の
後
代
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
書
写
内
容
、
及
び
当
該
事
項
を
有
す
る

伝
本
の
数
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
傍
書
の
位
置
に
つ
い
て
は
当
該
文
字
の
左
側
に
書
さ
れ
て
い
る
場
合
、
右
側
に
書
さ
れ
て
い
る
事
例
に
合
わ
せ
、

表
記
上
、
右
側
に
統
一
し
た
。
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題

目
録
中
（
伝
本
数
）
本
文
中
（
伝
本
数
）

盧
橘

9

6

花
橘

12

17

花蘆

橘

6

6

目
録
中
、
戊
辰
切
と
同
様
、「
盧
橘
」
と
書
さ
れ
て
い
る
伝
本
は
九
本
で
あ
り
、「
花
橘
」
の
「
花
」
の
傍
ら
に
「
盧
」
が
小
書
き
で
注
さ
れ
て
い

る
の
は
六
本
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
本
文
中
、「
盧
橘
」
と
書
さ
れ
て
い
る
伝
本
は
六
本
、「
花
橘
」
の
「
花
」
の
傍
ら
に
「
盧
」
が
小
書
き
で
注
さ

れ
て
い
る
の
も
六
本
が
確
認
さ
れ
た
。

題
に
つ
い
て
は
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
の
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

「
雁
付
帰
雁
」・「
氷
付
春
氷
」
の
ご
と
く
、「
雁
」・「
氷
」
の
下
に
、
小
字
に
て
付
記
さ
れ
て
い
る
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
戊
辰
切
・
山
城
切
で
は
本
文
中
、

独
立
し
た
一
題
目
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
（「
春
氷
」
に
つ
い
て
は
下
絵
切
に
も
存
す
る
）。
元
来
、付
項
目
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
帰
雁
」・「
春
氷
」

が
本
文
中
、
そ
の
よ
う
に
独
立
し
て
い
る
事
象
が
後
代
の
諸
伝
本
で
は
数
多
く
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
前
掲
の
後
代
の
諸
伝
本
に
つ
い

て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

題

目
録
中
（
伝
本
数
）
本
文
中
（
伝
本
数
）

氷
付
春
氷

23

2

氷
付
春
水

2

0

氷
付
春
氷

　
春
氷

1

18

氷
付
春
水

　
春
水

0

1

氷
　
春
氷

0

6
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題

目
録
中
（
伝
本
数
）
本
文
中
（
伝
本
数
）

雁
付
帰
雁

　

23

2

雁
付
帰
雁

　
帰
雁

1

19

雁

2

1

雁
　
帰
雁

0

5

本
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
文
中
、「
帰
雁
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
が
二
四
本
、「
春
氷
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
も
二
四
本
が
確
認
さ
れ
た
。

平
安
時
代
書
写
本
に
お
い
て
は
戊
辰
切
・
山
城
切
等
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
が
後
代
、
主
流
と
な
る
の
で
あ
る
。

戊
辰
切
・
久
松
切
・
山
城
切
が
後
代
の
諸
伝
本
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
推
測
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
山
城
切
に
は
「
盧
橘
」
と
い
う

題
は
存
し
な
い
。
ま
た
久
松
切
に
は
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
独
立
し
た
一
題
目
と
し
て
立
項
さ
れ
て
は
い
な
い
）
17
（

。
な
お
、
葦
手
本
に
は
、
そ
の
い

ず
れ
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
本
文
と
戊
辰
切
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
、
戊
辰
切
の

本
文
の
方
を
多
く
の
後
代
の
伝
本
が
有
す
る
事
例
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
そ
の
中
に
は
他
文
献
と
一
致
し
な
い
本
文
、
及
び
出
典
未
詳
の
本
文
も

存
し
て
い
た
。
他
文
献
か
ら
の
摂
取
も
あ
り
得
る
が
、
む
し
ろ
戊
辰
切
の
類
が
後
代
の
伝
本
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
推

測
し
た
。

ま
た
題
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
考
察
に
お
い
て
指
摘
し
た
改
変
さ
れ
た
題
の
淵
源
は
戊
辰
切
、
あ
る
い
は
そ
の
類
の
『
和

漢
朗
詠
集
』
伝
本
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
戊
辰
切
と
後
代
の
諸
伝
本
と
の
類
似
性
の
中
に
戊
辰
切
の
時
代
的
特
徴
が
見

出
さ
れ
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
と
変
遷
す
る
そ
の
移
行
期
に
戊
辰
切
は
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

以
上
の
考
察
結
果
か
ら
書
に
お
け
る
金
沢
本
万
葉
集
と
戊
辰
切
巻
下
と
の
相
違
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
書
に
表
れ
る
書
写
者
の
呼
吸
、
感
覚
が

両
本
間
で
は
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
同
一
人
物
が
意
図
的
に
変
え
得
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
年
代
的
隔
た
り
に
起
因
す
る
も
の

で
も
な
い
書
写
者
の
書
の
根
幹
を
成
す
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
者
の
表
現
意
図
の
相
違
、
年
代
的
隔
た
り
等
の
事
情
を
考
慮
し
た
と

し
て
も
、
両
本
の
書
が
同
一
人
物
に
よ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

た
と
え
ば
本
節
中
、
指
摘
し
た
「
風
」
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
金
沢
本
の
ご
と
き
書
き
振
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
、
時
を
経
て
、
戊

辰
切
の
ご
と
き
書
き
振
り
に
変
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
節
中
、
指
摘
し
た
「
は
」
の
ご
と
く
、
戊
辰
切
の
一
行
内
の
縦
の
流
れ
が
遮

ら
れ
る
か
の
ご
と
き
書
き
振
り
が
、
一
行
の
縦
の
流
れ
を
重
視
す
る
金
沢
本
と
同
筆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
も
違
和
を
感
じ
る
。
そ
の
二

文
字
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
文
字
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

両
本
は
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
調
査
対
象
と
な
る
文
字
の
数
が
多
い
。
使
用
頻
度
の
高
い
文
字
の
分
析
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
少
な
い
文
字

数
の
作
品
よ
り
も
書
写
者
の
特
徴
が
現
れ
易
い
と
言
え
る
。
本
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
当
該
要
素
は
両
作
品
中
、
数
多
く
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の

よ
う
に
事
例
数
が
多
い
と
い
う
事
実
は
そ
れ
が
書
写
者
本
来
の
書
の
姿
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。

本
節
の
冒
頭
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
葦
手
本
は
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
一
一
六
〇
年
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
書
写
内
容
か
ら
戊

辰
切
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
と
変
遷
す
る
そ
の
移
行
期
に
位
置
す
る
も
の
と
推
測
す
る
。
葦
手
本
の
そ
の
書
写
年
時
（
一
一
六
〇
年
）
を

一
つ
の
基
準
と
し
、
葦
手
本
と
の
比
較
に
お
い
て
、
本
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
戊
辰
切
が
有
す
る
「
後
代
的
要
素
」
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
戊
辰

切
巻
下
が
仮
に
定
信
の
真
筆
で
は
な
い
場
合
、
戊
辰
切
が
一
一
六
〇
年
代
、
も
し
く
は
そ
れ
以
降
の
書
写
で
あ
っ
た
と
し
て
も
矛
盾
し
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

戊
辰
切
は
後
代
の
伝
本
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
葦
手
本
よ
り
も
後
の
書
写
か
と
思
わ
れ
る
内
容
を
有
し
て
い

る
。
戊
辰
切
巻
下
が
仮
に
定
信
の
真
筆
で
は
な
い
場
合
、
戊
辰
切
の
書
写
年
時
が
一
一
五
〇
年
代
よ
り
も
下
る
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
。
書
写
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内
容
の
み
で
推
測
す
る
な
ら
ば
む
し
ろ
そ
の
解
釈
の
方
が
自
然
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
小
松
茂
美
氏
は
戊
辰
切
巻
上
の
書
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
戊
辰
切
巻
上
の
書
を
葦
手
本
の
書
写
者
で
あ
る
伊
行
の
真
筆
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
た
）
18
（

。
し
か
し
次
節
（
第
七
節
）
中
、
一
部
指
摘
す
る
通
り
、
両
作
品
の
書
に
も
相
違
点
が
確
認
さ
れ
る
）
19
（

。

書
写
者
の
推
定
に
当
た
っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
原
物
を
実
見
す
る
必
要
が
あ
り
、
調
査
に
は
さ
ら
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
。
書
写
者
を

特
定
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
本
節
で
は
速
断
は
避
け
、
事
例
報
告
と
問
題
提
起
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

注（
1
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
38
頁
（
同
書
に
よ
る
と
堀
部
氏
の
戊
辰
切
の
調
査
範
囲
は
「
百
三
十
餘
首
」
に
と
ど

ま
る
）

（
2
）
前
掲
書
（
注
1
）
に
同
。
283
頁

（
3
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
348
頁

（
4
）
金
沢
本
の
書
写
者
に
つ
い
て
定
信
で
あ
る
と
最
初
に
提
言
さ
れ
た
の
は
田
中
親
美
氏
で
あ
る
（
佐
佐
木
信
綱
氏
著
『
国
文
学
の
文
献
学
的
研
究
』﹇
平
成
10

年  

岩
波
書
店
﹈
30
頁
）。

（
5
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
九
巻
﹇
平
成
5
年  

講
談
社
﹈
171
頁

（
6
）
前
掲
書
（
注
3
）
に
同
。
345
頁

（
7
）
島
谷
弘
幸
氏
も
小
松
氏
と
同
様
、
戊
辰
切
巻
下
・
金
沢
本
を
定
信
の
真
筆
と
し
、
ま
た
、
戊
辰
切
巻
上
に
つ
い
て
は
伊
行
の
真
筆
で
あ
る
と
し
た
（「
古

筆
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
」（
同
氏
編
著
『
料
紙
と
書
―
東
ア
ジ
ア
書
道
史
の
世
界
―
』﹇
平
成
26
年  

思
文
閣
出
版
﹈
所
収
）。
さ
ら
に
島
谷
氏
は
金
沢
本

を
定
信
の
「
五
〇
代
〜
六
〇
代
」
の
書
と
し
（
同
氏
編
著
『
日
本
名
筆
選
』
四
五
﹇
平
成
16
年  

二
玄
社
﹈
84
頁
）、
戊
辰
切
を
「
定
信
の
老
年
期
の
執
筆
に

か
か
る
も
の
と
い
う
推
定
は
動
か
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
同
氏
著
『
古
筆
学
拾
穂
抄
』﹇
平
成
9
年  

木
耳
社
﹈
64
頁
）。
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（
8
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈「
戊
辰
切
」
の
項

（
9
）
約
二
十
年
前
、
名
児
耶
明
氏
主
宰
の
日
本
書
道
史
研
究
会
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
ご
発
言
が
あ
っ
た
。
最
近
も
名
児
耶
氏
か
ら
同
様
な
こ
と
を
直
接
伺

う
機
会
が
あ
っ
た
。

（
10
）
拙
稿
「
戊
辰
切
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
位
置
」『
語
文
』
第
一
一
四
輯
﹇
平
成
14
年
12
月
、
日
本
大
学
国
文
学
会
﹈
に
お
い
て
述
べ
た
内
容
で
あ
る
。

（
11
）
前
掲
（
注
10
）
に
同
。

（
12
）
陽
明
文
庫
編
集
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇 

第
七
輯 

和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈
10
・
11
頁

（
13
）
前
掲
書
（
注
12
）
に
同
。

（
14
）
前
掲
書
（
注
1
）
に
同
。
323
頁

（
15
）
土
井
忠
生
氏
著
『
吉
利
支
丹
文
獻
考
』﹇
昭
和
38
年  

三
省
堂
﹈
23
・
24
頁

（
16
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
慶
長
五
年
耶
蘇
會
板
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
39
年  

京
都
大
学
国
文
学
会
﹈
5
頁

（
17
）
久
松
切
に
は
墨
色
の
異
な
る
墨
で
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
本
題
目
と
し
て
補
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
久
松
切
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

（
18
）
前
掲
書
（
注
3
）
に
同
。
345
頁

﹇
謝
辞
﹈

閲
覧
・
調
査
に
際
し
、
以
下
の
各
所
蔵
機
関
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

宮
内
庁
書
陵
部　

尊
経
閣
文
庫　

大
東
急
記
念
文
庫　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

本
節
掲
載
の
図
版
は
講
談
社
刊
『
古
筆
学
大
成
』・
二
玄
社
刊
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
出
版
社
に
は
掲
載
の
お
許

し
を
頂
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




